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1．教育実習の位置づけ

教育実習はみなさんが学生として、教師として、
そして人間として、多くのことを学びうる濃密な時
間だということができます。それは、大学 4年間の
教員養成課程における学びのプロセスの中核である
とともに、教師としての長いキャリアにおける実践
的な学びの原点として位置づけられるものであり、
一人ひとりの自己形成史における重要なターニング
ポイントとしての意味を持っているからです。

1.1　教員養成課程における学びの中核として

教育実習は、第一に、教員養成課程における学び
の中核として位置づけることが出来ます。
実習の毎日はみなさんにとって新たな経験の連続
だといえるでしょう。同じ学校教育の現実でも、教
育をする立場であらためてそれを経験してみると、
それまでとは違った見方が形成されてくることはい
うまでもありません。しかし、そのことはこれまで
みなさんが教育を受ける立場で形成してきた見方を
すっかり消し去ってしまうことを意味しているわけ
ではないはずです。むしろそこで大切なことは、教
育を受ける側とする側の二つの見方が総合されてゆ
くことにあり、その中で、学校とは、教師とは、授
業とは、保育とは何なのかということに対する、み
なさんの見方が奥行きをましてゆくことに意味があ
るからです。
そのためには、1年次の「教職入門Ⅰ」、2年次の

「基礎実習」「教職入門Ⅱ」、さらに 3年次の実際に
教職体験をする「応用実習Ⅰ」（ 4週間）（副免で幼
1種を取得する場合は 4年次に「応用実習（幼稚園）」
を行います。詳しくは pp.8-9。）の時間が互いに緊
密に連関し合うこと、またそれが大学での実習以前
の学習や実習後の学習とつながっていくことに意味
があります。「基礎実習」は観察実習や模擬授業（保
育）によって実際の教師の仕事への手ほどきを受け
る時間であるとともに、実習以前にもすでにさまざ
まな場面で折にふれて行ってきた学校観や教師観や
授業（保育）観の吟味をあらためて行う時間だとい

えます。応用実習はそれぞれのコース、専修に応じ
た学校種・園で、一部ではあるにしても勤務者とし
て教師の仕事を体験する場となります。
また、実習の事後学習はそれぞれが経験したこと
の意味の自覚と共有の時間であり、その作業は卒業
研究をはじめとしてそれ以後の大学での学びの中で
さらに深めていくことができるものです。
たとえば、大学入学時にはそれぞれの被教育体験
に即した個々バラバラなものにしかすぎなかった教
師像も、講義や演習や学生相互のコミュニケーショ
ンの中で徐々にその幅を広げてゆきます。教育実習
の経験は、その教師像の再形成をさらにすすめるも
のになるはずです。しかし、ちょうどかつての被教
育体験が個々バラバラであったように、みなさん一
人ひとりの実習での教育体験もそれぞれに固有のも
のだといえます。その教師像を確かなものにしてゆ
くためには、それらの見方を互いに共有し合う中で
経験の意味を繰り下げてゆく過程が必要だといえま
す。
もちろん、被教育体験と教育体験、自己の体験と
他者の体験、そして大学での学びと現場での体験
は、簡単に総合されるものだとはいえません。学ぶ
ということの意味は、一つの経験ともう一つの経験
を、一人の人間ともう一人の人間を、そして一つの
場所ともう一つの場所とを、互いに結びつける接点
を見いだしてゆくことにもあるでしょう。教育実習
はそれらの要素がつながりあう有機的連関の中核と
しての意味をもっているのです。

1.2　教師としての実践の場での学びの基点と

して

教育実習は、第二に、教師としての長いキャリア
における実践的な学びの基点にあたるものとして位
置づけることができます。
実際の教育実習の時間は、現実の教育の問題の深
さを知る上でも、そこに蓄積された知見の奥行きを
捉える上でも、また、自分自身の教師としての方向
性を見直す上でも、おそらく充分な長さをそなえて
いるとはいえないでしょう。しかし、実習生が実際
に現場に身を置くそのわずかな間にも、子どもや教
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師や学校はさまざまな出来事を繰りなしながら、た
えず動いてゆきます。そして、みなさんの判断や行
動や存在自体もまた、確実にそこでの出来事を構成
する重要な要素になってゆくはずです。実践の場で
学ぶということは、なによりもまず、そのような現
在進行中の出来事の中に身を置いて学ぶということ
を意味しており、みなさんがその渦中で何を体験
し、どういう問題につき当たり、どんな反省（リフ
レクション）を行ってゆくのか、その体験と反省の
在り方に教育実習における学びの質はかかっている
といえます。
教師として必要な人間的な資質や専門的な力量
は、実習期間のわずかなあいだに身につけることが
できるものでもなく、むしろそれらのほとんどはこ
れから実際に教師として歩む長い道のりの中で学び
つづけてゆくものだといえるでしょう。だとすれば、
教育実習において問われるべきは、あれこれの技術
や知見の何が身についたかという以上に、その人が
実践的な場の中で己の経験をたえず更新し続けてゆ
けるような学びのスタイルをどのように形成してゆ
くかということの方にあるはずです。
教師としての学びの本格的な第一歩が初任教師と
しての学校・園に赴任したときにはじめて記される
ものだとすれば、教育実習における学びはおそらく
それに向かって半歩あゆみだすことにすぎないかも
しれません。しかし、その半歩をみなさんがどのよ
うに踏み出すかということは、これからのみなさん
の教師としてのライフコースの中で重要な意味を
持っているのです。

1.3　教育実習における学びの二つの意味

以上のような実践的な場の中での学びは、子ども
とのかかわりと教師とのかかわりという二つのかか
わりを軸にして展開されるものとして、特徴づける
ことができます。

（1）子どもとのかかわりの中での学び

第一に、それは子どもたちとのかかわりを軸に展
開される学びだといえます。実習校・園には、一般
論としての子どもや自分の中の子どものイメージで
はけっしてくくれない、さまざまな生活背景と個性
をもった生身の子どもたちがいます。教育実習の期
間は、その子どもたちが教師や友達どうしのあいだ

で複雑な関係をおりなす特定の世界に参加し、みな
さんが一人ひとりの子どもとのあいだに関係を形成
してゆく過程だといえるでしょう。
朝の会、授業（保育）時間、休み時間、掃除の時
間、放課後といったいくつもの場面で、子どもたち
はさまざまな表情や行動をみせます。そこでみなさ
んは、一人の子どものこだわりが友だちとの関係や
家庭の状況を背景としたものであることを知った
り、自分たちの子どものころでは考えられないよう
な子どもの姿にその地域や現代社会の特質をみいだ
してゆくかも知れません。ときには子どもたちの学
び育つ力や成長する力の豊かさに驚き、ときには自
分が大切にしたいと思うものに逆行する状況にとま
どいながらも、その中に何かを見いだしてゆくかも
しれません。教師としての学びを、そのような子ど
もたちとのコミュニケーションにつなげてゆくこと
が、何にもましてこれからみなさんが豊かな教育実
践をつくり出してゆく上での土台になるはずです。

（2）教師とのかかわりの中での学び

第二に、それは教師とのかかわりを軸にしながら
展開する学びだということができます。教師という
専門的な職業集団への参与という点では、教育実習
は教師の仕事の中のほんの一部を経験するにすぎま
せん。しかし、みなさんが経験する保育の計画・活
動・反省過程という一連の営みは実践のもっとも本
質的な部分だといえます。教育実習は、そのプロセ
スを共有する中で、他の教師たちとさまざまなかか
わりをもつ時間でもあります。
教育実習においてみなさんは、保育に向けての子
どもの理解や指導案の作成の仕方、保育の中での子
どもへの対応の仕方とその裏側にある熟慮や判断の
在り方、保育後の反省過程における問題の焦点化や
それらを乗り越える手だての発見の仕方などについ
て、具体的に学んでゆくことになります。実際に自
分がその実践過程を経験するだけでなく、その都度
の実践の局面で直面する課題や状況の中で、他の教
師たちの行動や言葉からみなさんは多くのことを学
んでゆくはずです。教師は決してひとりでは成長で
きません。みなさんが自分自身の学びをそのような
実践者相互のコミュニケーションに参与し、つなげ
てゆくことは、教師として成長し続けてゆくために
欠くことの出来ない土台になるはずです。
これまで述べてきたことは、言い換えれば、結果
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の良し悪しにではなく、試行錯誤の学びのプロセス
自体に教育実習の価値を見いだすことだといえま
す。結果の「成功」とか「失敗」は、多くの場合、
一面的なものにすぎません。そつなく体裁をととの
えて「成功」したかに見える保育よりも、自分自身
の考えに基づいて行った「失敗」のうちにこそ、む
しろ豊かな学びの源泉があります。誰のものでもな
い自分自身の歩みを誠実に刻み、それを他者ととも
に謙虚にふりかえることができたなら、そのこと自
体がすでに「成功」や「失敗」をはるかに超えた価
値をもっているのであり、みなさんのその学びの姿
こそが、教師たちにも子どもたちにも何かを伝えて
ゆくことになるでしょう。

2．カリキュラムと教育実習

2.1　カリキュラムと教育実習

教育実習は教員養成系学部である本学部のカリ
キュラムにおいて重要な位置を占めるものです。教
育実習はその体験を通して、教育学部学生としての
一層の自覚と将来の教職者として、これからの学生
生活をどう過ごしたらよいかを考えるまたとない機
会を与えてくれるものです。
本学部の教育実習のカリキュラム上の位置づけは
以下のようになっています。

カリキュラムの全体を概観してみると、1、2 年
次では、「応用実習」へ向けて、概説や指導法、道
徳・特別活動に関する授業が並んでいます。これら
は実習への準備ということができるでしょう。また、
教育学部における学生としてこれから何をどのよう
な立場で研究していくべきかについての方向を与え
てくれます。
「応用実習Ⅰ」を体験する 3年次からは、専門科
目の学習や卒業研究が入ってきます。実習の体験を
ふまえて、将来の自分の進路を考え、それにあった
研究を深めていくことになります。

2.2　本学部における教育実習の履修要件

乳幼児教育コースで「応用実習Ⅰ」を履修するた
めには、右記の履修最低要件（幼稚園）を、履修前
年度終了時までに満たさなければなりません。

1年次 2年次 3年次 4年次

各専修の専門科目
初等教科専門科目
教育学概説 A・B
教育心理学概説
教 職 入 門 Ⅰ

教 職 専 門 科 目
各専修の専門科目

教 職 入 門 Ⅱ
基 礎 実 習

各専修の専門科目
3 年次卒業研究

応 用 実 習 Ⅰ

各専修の専門科目
4 年次卒業研究

【応用実習履修最低要件（幼稚園）】

■領域科目……………………………………… 4単位
■教職専門科目………………………………… 14単位
　◆教職入門Ⅰ、教職入門Ⅱ（ 3単位）
　◆基礎実習（ 1単位）
　◆下記の科目の中から 10 単位以上
　　　教育学概説A（本質）（2）／幼児教育課程論（2）／

　　　教育学概説B（制度）（2）／幼児教育方法（2）／

　　　保育内容（「健康」「人間関係」「環境」「言葉」「表現」）

（各2）／保育造形表現（1）／教育心理学概説（2）

■乳幼児教育コースの専修専門科目（ 6単位）
　　　保育音楽実践（2）、保育造形実践（1）、

　　　保育体育実践（1）、乳幼児心理学（2）、

　　　保育表現実践（1）から

■ 総単位数（「外国語科目」「基盤科目」「専門科目」
の単位数の合計） …………………………… 62単位
なお、教育学部履修の手引きを熟読の上、遺漏の
ないようにすること。
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3．教育実習の流れ

3.1　埼玉大学教育学部の教育実習

埼玉大学教育学部では、学生が行う教育実習はす
べて大学で準備をします。出身園で行なう「母園実
習」などは実施していません。連絡はWEB学生シ
ステムや掲示等によって行います。学生は、大学か
らの指示に従い、掲示等の連絡事項を見落とさない
ように注意してください。一旦決定したことがらを、
後から変更するのはとても難しいことです。希望調
査等に当たっては、よく考えて決めてください。

3.2　4 年間の流れ

教育実習履修は、次のようなプログラムとして組
まれています。

【 1年次】

＜入学時＞

傷害保険・責任保険に加入
　※加入していないと、実習を履修できません。
　　 この保険は、「保育実習」「介護等体験」にも適
用されます。

＜前期又は後期＞

「教職入門Ⅰ」履修
　教職関連科目の履修

【 2年次】

＜前期＞

「応用実習Ⅰ」の希望調査
　※ 実習の時期（前期・後期）、実習希望地などの
調査

「基礎実習」「教職入門Ⅱ」の履修
　＊「基礎実習」「教職入門Ⅱ」は、
　　①大学での講義
　　②参観実習
③少人数による指導案の作成などの演習の三つ
で構成されています。
　参観実習では、附属幼稚園で保育を参観する
とともに、附属幼稚園の先生方の指導を受けま
す。

＜後期＞

教育実習ガイダンス
　＊ 「実習生調書」作成の説明を受け、調書を提出
します。
　この調書は、実習園に渡されるもので、実習
園では、この調書を通して、どのような実習生
を受け入れるのかを知ります。いわば、自己紹
介の書類ですので、心を込めて丁寧に書きま
しょう。

「応用実習Ⅰ」最低履修要件の確認
　＊ 履修要件をクリアできている人だけが「応用実
習Ⅰ」を履修できます。

【 3年次】

＜前期＞

「応用実習Ⅰ」の時期の決定
　＊ 実習の時期が決定されますが、実習園の受け入
れ可能人数により、希望通りにならないことも
あります。

＜実習開始まで＞

事前指導
　＊実習の心得等について大学で指導します。
事前の実習園訪問
　＊ 実習園を事前に訪問し、挨拶をするとともに、
実習するに際し受け入れ園の要望・注意等を聞
いてきます。初めての訪問ですので、きちんと
した姿勢で臨みましょう。事前に電話で日時の
打ち合わせを行い、全員一緒に訪問します。実
習園への順路・所要時間等も確認しておきま
す。

＜前期又は後期＞

「応用実習Ⅰ」（ 4週間）実施
　＊ 子どもたち、先生方と日々の交わりを大切に
し、充実した実習になるよう努めましょう。何
か困ったこと、相談したいことがあれば、ひと
りで悩まず、すぐ大学に連絡しましょう。実習
後は、お礼を忘れずに。

4．参観実習について＜2年次前期＞

参観実習は、「基礎実習」の中での位置づけから
も明らかなように、教育実習の意義を学んだ上で、
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幼児の実態に応じた指導案を書けるようになるため
の体験学習の場です。この実習では、幼稚園教育の
実際（幼児の実態、環境構成、教師の指導と援助等）
を、注意深く観察することによって、実際の指導と
援助を行っていくための実践的な視点を養います。

4.1　幼児の実態

幼児の発達の姿については、講義やテキストから
学んでいます。参観実習では、幼児一般ではなく、
一人の人間としての幼児の姿を、遊んでいる様子、
生活している様子から良く観察してください。幼児
が何を感じ、何を思い、どのような表情で生活して
いるのかを見て取り、そこから幼児一人ひとりを理
解していくことは、幼稚園教育の基本として大変重
要なことです。

4.2　環境構成（幼稚園全体と保育室内の施設・

設備）

幼稚園を訪れて最初に目に入ってくるのは園舎や
園庭ですし、保育室に入れば、そこに用意されてい
る遊具などの室内環境です。幼稚園教育は環境を通
して行うことを基本としていますが、皆さんが目に
する園庭や保育室内の環境は、幼児の実態に応じ
て、教師が長期的・短期的見通しをもって意図的に
構成したものです。幼児が安心して生活でき、充実
して活動に取り組める環境がどのように用意されて
いるのかを、そこにはどのような教師の意図がある
のかを、物的・空間的環境の面から観察しましょう。

4.3　教師の指導・援助

幼児の生活や遊びに対して、教師がどのような関
わりをもち、指導・援助を行っているかを観察しま
す。幼児の安全や心の安定への配慮、ともに遊ぶ姿、
言葉のかけ方、モデルの示し方などなどについて観
察を通して学びます。また、一人ひとりの幼児への
指導と、グループや学級全体への指導の在り方につ
いても観察を通して学びます。ここでは教師の側か
らの働きかけだけではなく、教師と幼児の相互関
係、相互作用についても目を向けます。

5．応用実習Ⅰについて＜ 3年次＞

5.1　教育実習を行うにあたっての留意点

（1）基本的姿勢

各実習園は、良い後継者を育てることを願って、
日常の保育の忙しい中を貴重な時間をさいて実習生
の指導をして下さっています。このことを十分に理
解して、感謝の気持ちと謙虚な姿勢で実習に取り組
んで下さい。また、一人ひとりが埼玉大学を代表し
ているという自覚をもって行動して下さい。

（2）実習園の先生方に対して

実習園の先生方に対しては、自分は指導を受けて
いる立場にあるということを忘れないで下さい。礼
儀正しく接し、言葉遣いにも十分注意するようにし
て下さい。

（3）教師としての自覚と責任

教育実習生は大学においては「学生」であっても、
幼稚園においては「先生」ですし、幼児たちもその
ように接してきます。教育公務員としての自覚をも
ち、それに見合った責任を果たすことが求められま
す。服装や言動にも注意を払い、「守秘義務」があ
ることも忘れないようにして下さい。

（4）学ぶ者としての自覚

上に述べたことと同時に、教育実習生は「学生」
でもあります。保育に関することはもちろん、幼稚
園での生活の全てにわたって興味と関心を持ち、積
極的に関わって多くのことを吸収し、学ぶようにし
て下さい。

（5）健　　康

長い教育実習期間をのりきるためには、なんと
いっても健康が第一です。身体的、精神的の両面に
わたって健康を維持するよう努める必要がありま
す。実習が始まる前から、健康保持には十分配慮し
てください。

5.2　実習生の一日の生活

実習期間中、その日の実習内容によって若干の違
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いはありますが、大まかに次のような日課で生活を
します。

（1）幼児の登園前

出勤、出勤簿への捺印、着替え
保育室の環境整備および分担箇所の清掃（園庭、
実習生控室等）
記録等の提出

（2）保育時間中

幼児を迎え、一人ひとりの幼児と挨拶をする。
出欠の確認と幼児の視診
登園時の活動の援助
幼児の遊びを観察し、援助する。
幼児の姿や教師の指導の仕方について観察し、
メモを取る。
使った遊具を幼児と一緒に片づけ、遊具の置き
場やしまい方を知らせる。
食事の援助
必要に応じて、午後の遊びの環境設定を手伝う。
降園時の活動の援助
担任が保護者に幼児を引き渡すのに付き添う。

（3）幼児の降園後

保育室および分担箇所の清掃
担任と一緒に翌日のため環境設定行う。
保育の反省会
実習日誌の記入
実習に向けての準備（指導計画の指導を受ける。
教材研究をする。）
保育室の整頓、退出
着替え、職員や他の実習生への挨拶、退勤

5.3　勤務に関する留意事項

（1）勤務時間

勤務時間（出勤、退勤時刻）は、それぞれの園に
よって異なりますが、時間を守り、ゆとりを持って
行動するようにしましょう。

（2）所 持 品

持ち物は、印鑑・筆記用具・実習日誌（「教育実
習の記録」）・着替え・運動靴（室内用・戸外用）・
弁当・コップ・実習の手引き（本書）、その他、実

習を行うのに必要なものとします。持ち物は各園で
指定された場所に置き、貴重品については各自で責
任を持って管理しましょう。

（3）出 勤 簿

毎朝出勤時に、出勤簿に捺印します。

（4）外　　出

勤務時間内の外出は原則として認められません。
やむを得ない事情により外出する場合は、必ず許可
をもらってください。

（5）欠勤・遅刻・早退

欠勤・遅刻・早退はできるだけないように努める
のが当然です。やむを得ない場合は、事前に指導教
員を通して園長に届け出ておきます。事前に届けを
提出できない場合には、必ず実習園に連絡を取り、
後日届けを提出してください。

（6）服装・更衣

身だしなみは、教師・学生としての良識で判断し
整えましょう。出勤後は、指定された場所で、保育
に適した服装に着替えます。保育に使う運動靴（室
内用・戸外用）は、履き替えが容易なものにすると
よいでしょう。

（7）環 境 整 備

毎日、指導教員とともに園内の清掃、環境整備を
行います。また、定期的に実施される安全点検では、
実際に固定遊具の点検などに取り組み、その方法を
学びます。

（8）設備備品の借用・教材の購入

いずれの場合も指導教員に申し出て了解を得てお
きます。借用した設備備品は責任を持って管理しま
しょう。使用後は再び指導教員に申し出て、もと
あった場所に返却し、整理整頓に心がけましょう。

（9）実 習 日 誌（「教育実習の記録」）

基本的には、幼児の降園後清掃を終えてから記入
します。毎日提出をして、検印等を受けます。
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5.4　教育実習の内容

（1）参 加 実 習

①　保育への参加・記録
　 保育の基本は、一人ひとりの幼児をよく理解す
ることです。毎日保育に加わり、視点を決めて幼
児を見ていくことが大切です。保育後には、学級
全体と幼児個人（全員分）について、実習日誌に
記録します。
②　環境整備・保育の準備
　 幼児の登園前と降園後に、分担して園内を清掃
します。保育後は、翌日の準備を担任と一緒に行
います。その際、教材の意図等も確かめておくよ
うにします。

（2）観 察 実 習

実習中に 2回行います。いずれも配属学級以外も
観察し、記録を取ります。1回目は、年齢ごとの「幼
児の実態」について、2回目は、実態に応じた「教
師の指導」について観察します。

（3）部分実習・全日実習

①　指導計画の作成
　 観察した幼児の実態と日常の指導を基に作成し
ます。指導教員と十分な打ち合わせを行いながら
修正して、実習前日までに清書した指導計画を提
出します。指導計画が十分でない場合は実習を行
えません。
②　指導計画に基づく保育
a）部分実習
幼児とのかかわり方を知るため部分的な指導
を行うものです。素話の実習、遊び場面の実習
などを行います。
b）全日実習（研究保育）
部分実習等の反省をふまえ、一日の保育を行
います。全日実習は研究保育として行います。
指導内容は、指導計画に沿うよう指導教員と相
談しながら決めます。

③　指導の反省と協議会
　 部分実習については、学級内で反省会を行いま
す。全日実習（研究保育）に対しては、園全体で
大学教員を交えた反省会・協議会を行い、立案の
仕方、指導上の問題点、改善の方向などを検討し
ていきます。いずれも終了後に指導計画を修正し、

反省と今後の課題を記述して提出しなければなり
ません。

（4）ピアノ伴奏

事前指導で指定された課題曲について、ピアノ伴
奏を行いながら歌うことができるよう、実習開始ま
でに予め練習しておきます。実習中の指定された時
間に演奏することが課題となります。

（5）園行事への参加

実習園や期日によって活動は異なりますが、実習
期間中に実施される園行事に実習生も参加します。
（例：遠足の引率、誕生会等での催しの企画・実施、
運動会の準備など）
いずれの場合も、保育の一環として行われること
を理解して参加しなければなりません。事前の説明
会等で担当教員の指導を受け、与えられた自分の役
割を責任持って遂行することが求められます。

（6）その他

①　講義等
　 主に以下の内容について、実習に必要な講義等
を受けます。
▶ 園長講話「実習における心構えについて」
▶ オリエンテーション「実習計画・具体的な実習
内容・日程等について」

▶ 保健指導「幼稚園の保健安全について」

②　式への出席
　 実習に関わる式として、実習初日に行われる対
面式（紹介式）、最終日に行われる離別式などが
あります。
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5.5　実習計画

5.4 で示した内容を実習期間内に実施するため、
それぞれの園で実習計画が作成されます。ここでは、
その一例を示しておきます。

初 日

対面式への参加
園長講話
オリエンテーション

第 1 週

観察実習（ 年齢が異なる幼児の実態につ
いての観察）

部分実習の実施（素話）

第 2 週

観察実習（ 実態に即した指導の在り方に
ついての観察）

園行事への参加

第 3 週
部分実習の実施（遊び場面）
全日実習（研究保育）の計画と教材研究

第 4 週

全日実習（研究保育）の実施
レポートの作成（ 「実習で学んだことに

ついて」）

最 終 日
離別式への参加
実習日誌・記録等の提出

5.6　教育実習の評価

実習の評価は、以下の 9項目について、それぞれ
5段階の評定を行います。各園で 9項目以外に必要
と思われる観点がある場合には、「その他」の項目
が設定されます。

1．観察の視点と記録
幼児の姿の多角的な把握、記録の工夫、「記録」
の意味理解、記録の充実等
2．幼児理解
幼児の内面理解、幼児の関係性を踏まえた理解、
良い面の把握、幼児観の築き等
3．指導案の作成
作成手順の理解、ねらいや内容の設定、教材研究
や環境構成の意図、的確さ、丁寧さ等
4．教材研究・環境構成
教材の精選、幼児の実態や動線の考慮、実物に触
れる研究姿勢等
5．保育実践
担任としての意識、責任、指導案の踏まえ方、臨
機応変さ、柔軟さ、丁寧さ、課題曲のピアノの弾き
語り等

6．保育の反省・整理
課題の的確な把握と詳細な分析、「反省」の意味
理解、指導案の修正等
7．幼児に対する態度
幼児に対する積極性、やわらかさ、優しさ、幼児
をひとりの人として尊重する意識等
8．事務の処理
提出物の期限厳守、指示がなくても必要なことを
すすめる力、計画性、立案等
9．実習態度
社会人としての基本的事柄、あいさつ、言葉づか
い、立ち居振る舞い、学生同士の関係、課題意識、
真摯な姿勢や意欲等
10．その他

実習の総評は、各項目の評定の合計数を基に、
S・A・B・C・D・Fのいずれかの評価をします。

6．幼稚園での副免実習について

6.1 応用実習（幼稚園）の履修について

応用実習Ⅰで小学校もしくは中学校に実習に行っ
た学生が、幼稚園教諭免許状を取得するために履修
する科目が応用実習（幼稚園）です。幼稚園免許状
取得に必要な履修科目は「教育学部履修の手引」p.74
もしくは p.78 に掲載されています。

6.2 実習期間について

小学校コースと特別支援教育コースの学生が幼稚
園教諭免許状（ 1種、2種）を取得する場合、応用
実習（幼稚園）の期間は 2週間です。中学校コース
の学生の場合は 4週間となります。

6.3 履修までの流れ

○　希望調査
2年次の応用実習希望調査の際、応用実習（幼稚
園）の履修希望を出してください。
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○　幼児教育基礎実習（副免）
4年次に幼児教育基礎実習（副免）の履修登録を
します。1単位です。この授業では、幼児の実態、
環境構成、指導計画の立て方、教師の指導と援助な
どについて学び、さらに附属幼稚園での参観実習を
行います。
○　応用実習（幼稚園）
4年次に応用実習（幼稚園）の履修登録をします。
事前訪問の後、実習が始まります。

6.4 実習計画

○　2週間の場合

初日
対面式への参加
園長講話
オリエンテーション

第 1週

観察実習（年齢が異なる幼児の実態
についての観察）

部分実習の実施（素話）
研究保育の計画と教材研究

第 2週

観察実習（実態に即した指導のあり
方についての観察）

研究保育（遊び場面での部分実習）
園行事への参加

最終日
離別式への参加
実習日誌・記録等の提出

○　4週間の場合
　乳幼児教育コースの応用実習と同様です。

6.5 応用実習（幼稚園）の評価

乳幼児教育コースの応用実習と同様です。

その他、実習の意義、準備、実習中の生活等は乳
幼児教育コースの応用実習と同様です。　
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1．幼児の発達特性と幼児理解

1.1　発達の原則

発達にはさまざまな側面がありますが、次の 5つ
の点は個別の側面を越えて一貫してみられる特徴で
す。
①　発達には順序がある。
情緒的に安定した状態（情緒的安定）で初めて環
境に積極的に関わろうとする力（主体性）が発揮さ
れ、自己が主体的になって初めて他の主体（他の子）
と協調しようとする気持ちが芽生えてきます。集団
生活が円滑に営まれるためには、まず一人ひとりの
幼児が安心した気持ちで生活することが求められま
す。
②　発達はダイナミックに行われる。
発達は身体的、知的、情緒的、社会的側面が関連
し合い、相互に影響を与えながら、全体としての姿
が徐々に変容していくダイナミックな過程です。ど
こか一つだけを取り出して教育することは、発達の
原則から逸脱した方法と言わざるを得ません。
③　人との関係が発達を作る。
教師との温かい関係を楽しむために絵本を読んで
もらいたがったり、教師から認めてもらうことで意
欲的に活動できたり、友達の製作を模倣しながら自
分のアイデアを出していったりするように、幼児は
人との関係の中で発達につながる経験をしていま
す。
④　発達は生活の必要性から促される。
はいはいを覚えた頃から恐れの感情が顕著にな
り、人との交流の必要性から言葉を学習し、遊びを
楽しくするためにルールを守ろうとするというよう
に、人間は生活の必要性い迫られてさまざまな能力
を獲得する存在なのです。
⑤　発達には個人差がある。
発達のすべての側面に個人差が存在しています。
幼児期の個人差は、成熟や気質と教育・生活経験と
の相互作用から生じてくるものです。

1.2　幼児の発達の特徴

（内閣府平成 27 年『幼保連携型認定こども園教育・
保育要領解説』参照）

（1）幼児期の発育・発達

幼児期は、環境とかかわり合う生活の中で自己の
興味や欲求に基づく直接的・具体的な体験を通して
健全な心身の発育・発達を図り、生涯にわたる人格
形成の基礎が培われる重要な時期です。また、生理
的、心理的な諸条件や生育環境の違いにより、幼児
一人一人の個人差が大きいこの時期において、幼児
一人一人の健やかな育ちを保障するためには、幼児
自らが安心して環境にかかわりその活動が豊かに展
開されるような環境が整えられ、愛情豊かな思慮深
い保護者や教師とのかかわり合いが十分に行われる
ことが重要です。この関係を起点として、次第に他
の幼児との間でも相互に働き掛け、かかわりを深
め、人への信頼感と自己の主体性を培っていくので
す。
そのため、教師は、幼児の発達の特性と発達の過
程を十分に理解し、その幼児一人一人の発達の過程
に応じて見通しを持って教育及び保育を行うことが
求められています。

1）発達の捉え方

人は生まれながらにして、自然に成長していく力
と同時に、周囲の環境に対して自分から能動的に働
き掛けようとする力を持っています。自然な心身の
成長に伴い、人がこのように能動性を発揮して環境
とかかわり合う中で、生活に必要な能力や態度など
を獲得していく過程を発達と考えることができるで
しょう。
幼児の心身の諸側面は、それぞれが独立して発達
するものではなく、幼児が周囲の人やものとのかか
わり、友達と体を動かして遊びを展開するなどの中
で、それぞれの側面が相互に関連し合うことによ
り、発達が成し遂げられていくものです。

2）発達の過程

発達には一定の順序性とともに、一定の方向性が
認められ、幼児を巡る発達の道筋には共通のものが

Ⅱ　幼 稚 園 と は
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あります。例えば、身体機能であれば、頭部から下
肢へ、体躯の中心部から末梢部へと発達していきま
す。また、身体的形態や生理機能、運動面や情緒面
の発達、さらには知的発達や社会性の発達など様々
な発達の側面が、相互に関連しながら総合的に発達
していくといった特徴があります。
ここではこうした発達の様相を区分し、発達の過
程としてそれぞれの特徴を示しています。ただし、
この区分は、同年齢の幼児の均一的な発達の基準で
はなく、幼児一人一人の発達の過程として捉えるべ
きものです。教師は、幼児の発達の順序性や連続性
を踏まえ、長期的な視野を持って見通し、幼児が、
今、楽しんでしていることを共に喜び、それを繰り
返しながら幼児の発達を助長することが大切です。

①おおむね 3歳
◇運動機能の発達
この時期は、基礎的な運動能力が育ち、歩く、走
る、跳ぶ、押す、引っ張る、投げる、転がる、ぶら
下がる、またぐ、蹴るなどの基本的な動作が、一通
りできるようになります。様々な動作や運動を十分
に経験することにより、自分の体の動きをコント
ロールし、自らの身体感覚を高めていきます。
◇生活習慣
運動能力の発達に伴い、食事、衣類の着脱、排泄
など、基本的な生活習慣がある程度定着するように
なってきます。例えば、不完全ながらも箸を使って
食べようとし、衣類の着脱や排泄などを自分からし
ようとします。基本的な生活習慣がある程度自分で
できるようになることにより、幼児の心の中には、
何でも自分でできるという意識が育ち、大人の手助
けを拒むことが多くなります。自分の意思で生活を
繰り広げようとすることは、幼児の主体性を育み、
意図を持って行動することや、自分の生活を律して
いくことにつながります。
◇言葉の発達
理解できる語彙が急激に増加し、日常生活での言
葉のやり取りができるようになります。「おはよう」、
「ありがとう」などの人とかかわる挨拶などに係る
言葉を自分から使うようになり、言葉を交わす心地
よさを体験していきます。
また、言葉の獲得を通し、知的興味や関心が高ま
り、「なぜ」、「どうして」といった質問を盛んにす
るようになります。このような質問ややり取りを通

して、言葉による表現がますます豊かになっていき
ます。
◇遊びを通しての発達
この時期の遊びの多くは場を共有しながらそれぞ
れが独立して遊ぶ、いわゆる平行遊びとして、平行
して遊びながら他の幼児の遊びを模倣したり、遊具
を仲立ちとして幼児同士でかかわったりする姿もあ
ります。ときには遊具の取り合いからけんかになる
こともありますが、徐々に友達と分け合ったり、順
番に使ったりするなど、きまりを守ることを覚え始
めます。
こういった経験を繰り返しながら、次第に他の幼
児との関係が、幼児の生活や遊びにとって重要なも
のとなっていきます。そして、徐々にかかわりを深
め、共通したイメージを持って遊びを楽しむように
なります。
自分のことを「私」、「僕」と言うようになるなど
自我が形成されるにつれて、自分についての認識と
共に、家族、友達、先生などとの関係が分かり始め
ます。周囲への関心や注意力、観察力が伸びて、気
付いたことを言葉で言ったり、遊びに取り入れたり
しながら人とのかかわりを育んでいきます。
幼児は、様々な遊具を手にして夢中で遊んだり、
イメージを広げながらごっこ遊びを楽しんだりする
中で、身の回りの大人の行動や日常の経験を取り入
れて再現するようになります。こうした遊びを繰り
返しながら、様々な人やものへの理解を深め、予想
や意図、期待を持って行動するなど、社会性を育ん
でいきます。
また、簡単なストーリーが分かるようになり、絵
本に登場する人物や動物と自分を同化して考えた
り、想像を膨らませたりしていきます。それらを
ごっこ遊びや劇遊びに発展させていくこともありま
す。

②おおむね 4歳
◇運動機能の発達
4歳を過ぎる頃から、しっかりとした足取りで歩
くようになるとともに、全身のバランスを取る能力
が発達し、片足跳びをしたり、スキップをしたりす
るなど、体の動きが巧みになってきます。活動的に
なり、全身を使いながら様々な遊具や活動などに挑
戦して遊ぶなど、運動量も増してきます。
手先も器用になり、ひもを通したり、結んだり、
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はさみを扱うことができるようになります。また、
体を動かしながら声を掛けるなど、異なる二つの行
動を同時に行うことができるようにもなります。
◇自然に対する感性
幼児は、水、砂、土、草花、樹木、虫といった身
近な自然環境に興味を示し、積極的にかかわろうと
します。砂山や泥団子作りに夢中になったり、花を
摘んだり、木の実を拾ったり、虫を捕ったりと、自
分の手足を使い、感覚を総動員して見たり、触れた
りしながら、ものや動植物の特性を知り、より豊か
なかかわり方や遊び方を体得していきます。
◇想像力の広がり
また、認識力や色彩感覚などを育んでいきます。
こうした自然やものとのかかわりの中で、身体感覚
を養い、想像の世界を広げていくことは、幼児に心
の安定や喜びをもたらします。
この時期は、想像力の広がりにより、現実に体験
したことと、絵本など想像の世界で見聞きしたこと
とを重ね合わせたり、心が人だけではなく他の生き
物や無生物にもあると信じたりします。その中で、
イメージを膨らませ、物語を自分なりにつくった
り、世界の不思議さや面白さを味わったりしながら
遊びを発展させていきます。また、大きな音や暗が
り、お化けや夢、一人取り残されることへの不安な
どの恐れの気持ちを経験します。
幼児は様々にイメージを広げ、友達とイメージを
共有しながら想像の世界の中でごっこ遊びに没頭し
て遊ぶことを楽しみます。
◇自己意識の発達
自分と他人との区別がつき、自我が形成されてい
くと、自分以外の人をじっくり見るようになるとと
もに、見られる自分に気付くといった自意識を持つ
ようになります。自分の気持ちを通そうとする思い
と、ときには自分の思ったとおりにいかないという
不安や、つらさといった葛藤を経験します。
このような気持ちを周りの大人に共感してもらっ
たり、励まされたりすることを繰り返しながら、幼
児は友達や身近な人の気持ちを理解していきます。
◇人間関係の発達
幼児同士の遊びが豊かに展開していくと、仲間と
いることの喜びや楽しさをより感じるようになり、
仲間とのつながりが深まっていくとともに、競争心
も生まれ、けんかも多くなっていきます。自己主張
をぶつけ合い、悔しい思いを経験しながら相手の主

張を受け入れたり、自分の主張を受け入れてもらっ
たりする経験を積み重ねていきます。その中で、き
まりの大切さに気付き、守ろうとするようになりま
す。自己を十分に発揮することと、他者と協調して
生活していくという、人が生きていく上で大切なこ
とを、幼児はこの時期に学び始めます。主張をぶつ
け合い、やり取りを重ねる中で互いに合意していく
という経験は、幼児の社会性を育てるとともに、自
己肯定感や他者を受容する感情を育んでいきます。

③おおむね 5歳
◇生活習慣の定着
基本的な生活習慣を身に付け、起床から就寝に至
るまで、生活に必要な行動のほとんどを一人ででき
るようになります。大人に指示されなくとも一日の
生活の流れを見通しながら次にとるべき行動が分か
り、手洗い、食事、排泄、着替えなどを進んで行お
うとします。また、共有するものを大切にしたり、
片付けをしたりするなど、自分で生活の場を整え、
その必要性を理解するようになります。また、自分
のことだけでなく、人の役に立つことがうれしく誇
らしく感じられ、進んで大人の手伝いをしたり、年
下の幼児の世話をしたりするようになります。こう
した中で相手の心や立場を気遣うようになります。
◇運動機能の発達
運動機能はますます伸び、大人が行う動きのほと
んどができるようになります。縄跳びやボール遊び
など、体全体を協応させた複雑な運動をするように
なるとともに、心肺機能が高まり、鬼ごっこなど集
団で行う遊びなどで活発に体を動かし、自ら挑戦す
る姿が多く見られるようになります。手先の器用さ
が増し、小さなものをつまむ、ひもを結ぶ、雑巾を
絞るといった動作もできるようになり、大人の援助
により、のこぎりなど様々な用具を扱うことができ
るようにもなります。運動機能の高まりは、幼児の
自主性や自立性を育てていきます。
5歳を過ぎると、物事を対比する能力が育ち、時
間や空間などを認識するようになります。また、少
し先を見通しながら目的を持った活動を友達と行う
ようになり、仲間の存在がますます重要になりま
す。そして、目的に向かって楽しく活動するために
は、幼児一人一人が自分の役割を果たし、きまりを
守ることが大切であることを実感していくととも
に、自分たちできまりをつくることもします。
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◇言葉と思考力の発達
こういった集団活動の中で、言葉による伝達や対
話の必要性が増大し、仲間との話合いを繰り返しな
がら自分の思いや考えを伝える力や相手の話を聞く
力を身に付けていきます。主張のぶつかり合いやけ
んかが起きても、すぐに大人に頼らず、自分たちで
解決しようとする姿が見られるようにもなります。
その結果、仲間の中で新たな目的が生じ、幼児一人
一人の役割に変化や発展が見られるなど、集団とし
ての機能が高まっていきます。
幼児はそれまでの経験や日々の生活を通して、自
分なりに考え、納得のいく理由で物事の判断ができ
る基礎を培っていきます。また、納得できないこと
に対して反発したり、言葉を使って調整したりする
などの力が芽生えます。自分の意図が伝わらず仲間
から批判されたり、悔しい思いを経験したりするこ
ともありますが、そうした経験が幼児の思考力の基
礎を育てていきます。そして、自ら考えながら、自
分の気持ちを分かりやすく表現したり、相手の気持
ちを聞く力が育ったりすることを通して、幼児は、
次第に相手を許したり、認めたりする社会生活に必
要な基本的な力を身に付けるようになっていきま
す。
◇人間関係の深まり
集団での活動の高まりとともに、幼児は仲間の中
で様々な葛藤を体験しながら成長していきます。そ
して、幼児一人一人の成長が集団の活動を活発なも
のに変化させ、そのことにより、個々の幼児の成長
が促されていきます。幼児は次第に仲間が必要であ
ることを実感し、仲間の中の一人としての自覚が生
まれ、自分への自信と友達への親しみや信頼感を高
めていきます。

④おおむね 6歳
◇運動機能の発達
6歳を過ぎると、身体的な成熟と機能の発達に加
え、年長として自覚や誇りを持った姿が見られるよ
うになります。全身運動が滑らかで巧みになり、全
力で走り、跳躍するなど快活に跳び回り、自信を
持って活動するようになり、ボールを突きながら
走ったり、跳び箱を跳んだり、竹馬に乗ったりする
など、様々な運動に意欲的に挑戦するようになりま
す。それとともに細かな手の動きが一段と進み、自
分のイメージしたように描き、ダイナミックな表現

とともに細やかな製作をするなど、様々な方法で
様々な材料や用具を用いて工夫して表現することを
楽しむようになります。幼児の表現には、幼児の内
面の成長や心の豊かさが現れ、一つの表現がさらに
表現しようとする意欲を高めていきます。
◇遊びの発展
この頃になると、仲間の意思や仲間の中で通用す
る約束事が大事なものとなり、それを守ろうとしま
す。ごっこ遊びを発展させた集団で行う遊びが活発
に展開され、遊びの中で役割分担が生まれます。幼
児はその役割を担うことで、協同しながら遊びを持
続し、発展させていきます。また、幼児はごっこ遊
びの中で、手の込んだ流れと様々な役割を考え出
し、遊びはより複雑なものとなっていきます。そし
て、こうした遊びを試行錯誤しながらも満足いくま
で楽しもうとするようになります。仲間の一員とし
て認められ、遊びの楽しさを共有するためには、持
てる知識を総動員して創意工夫する主体的、自主的
な姿勢や自由な発想が必要となります。また、友達
の主張に耳を傾け、共感したり、意見を言い合った
りするとともに、自分の主張を一歩譲って仲間と協
調したり、意見を調整したりしながら仲間の中で合
意を得ていくといった経験も重要となります。6歳
の幼児は社会生活を営む上で大切な自主と協調の姿
勢や態度を身に付けていく時期であり、こうした姿
勢や態度が生涯にわたる人とのかかわりや生活の基
礎となっていきます。
◇自己内外に対する認識
これまでの活動や経験を通して達成感や自分への
自信を持つようになった幼児は、様々なことに関心
を示し、意欲的に環境にかかわっていきます。自ら
言葉を使い文字を書いたり、読んだりする姿も見ら
れ、社会事象や自然事象などに対する認識も高まり
ます。周囲の大人の言動についてもよく観察し、批
判したり、意見を述べたりすることもあります。ま
た、自分自身の内面への思考が進み、自意識が高ま
るとともに、自分とは異なる身近な人の存在や、そ
れぞれの人の特性や持ち味などに気付いていきま
す。ときには身近な大人に甘えたり、気持ちを休め
たりすることもありますが、様々な経験や対人関係
の広がりから自立心が高まり、小学校就学への意欲
や期待に胸を弾ませていくようにもなります。
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1.3　保育の中での幼児理解

（1）さまざまな理解の仕方

幼稚園教育は幼児の発達を促す組織的な営みであ
るため、幼児の欲求や関心を捉え発達特性の実態を
把握すること（幼児理解）が出発点となり、どのよ
うに捉えるかによって教育の方向や方法（指導計画）
が決まってきます。
最初に、私たちが人を理解しようとする時の心の
働きについて考えてみましょう。人を理解する時、
私たちの心の中には次のような態度が生じていま
す。
①　評価的態度
自分の持っている価値基準から「善い」「正しい」

「適切だ」等の批判を加えようとする態度。人にし
なければならないこと、してはいけないこと等を指
示・命令するかかわり方として現れてきます。
②　診断的・解釈的態度
人の行動の原因を探求しようとしたり、人の心理
のメカニズムについて推測し意味づけようとする態
度。説得、指示、助言、忠告などの行動となって現
れてきます。
③　理解的態度
人の気持ち、考え方、物の見方などを、外からの
批判や価値を加えないで、そのまま受け入れようと
する態度。自分の主観的な理解が正しいかを相手に
フィードバックしたり、確かめようとしたりする行
動になって現れてきます。
これらのどの態度も教育実践の中では欠かすこと
のできないものです。しかし、評価的態度と診断
的・解釈的態度は、教師の例の枠組みからの理解で
あるため、この態度が強く働きすぎると「外からの
理解」に陥り、子どもの心の動きを捉えることは難
しくなります。理解的態度は、子どもの生活する姿
をありのままに理解しようとする共感的理解に導い
てくれます。この共感的理解こそが、子どもと一緒
に生活し、子どもの成長を援助しようとする教師の
態度の基礎になるものです。

（2）よりよい実践をつくり出すために

幼児理解と指導とは独立した営みではありませ
ん。幼児理解の手がかりが日々の教育実践の中から
得られることが多いように、理解と指導は互いに影
響し合いながら深まっていくものです。

幼児の心を理解し、指導につながる実態把握をす
るためには、どのようなことが必要なのでしょう
か。
①　 行動の裏にある心の動きを幼児の視点に立って
理解する。
これは理解的態度による幼児理解だといえます。
具体的には、幼児の行動を限られた状況の中での行
動としてはみなさず、幼児の生活の流れの中に位置
づけて理解することです。そして、行動と行動をつ
なぐ心の動きを見つけることです。
②　幼児のよさをとらえる。
幼児の行動は教師のかかわり方で大きく変わって
いきます。幼児の欠点に目を向けてしまうと（診断
的理解）、幼児と教師の心のつながりは失われてし
まいます。その子らしい表現や工夫を認めてあげる
ことで、幼児の主体性や個性を伸ばすことができま
す。
③　行動の結果ではなく姿をとらえる。
教師が「できる」「できない」という面に目を向
けすぎると、幼児自身も結果を気にした行動をする
ようになります。幼児の遊びは、一見同じことを繰
り返しているようでも、取り組む表情が違っていた
り、素材が違っていたり、やり方が変わっていたり
することがあります。幼児の行動を一連の状況や文
脈としてとらえ、その中で幼児が何を経験している
のかという意味をとらえることが必要です。

これらの理解を実現するためには、日々の保育の
記録を詳細にとることが求められます。記録するこ
とで、もう一度自分と子どもとのかかわりを思い出
し、幼児の行動とその心の動きを探ってみると同時
に、自分自身のかかわり方や感じ方をふり返ってみ
ることができるのです。さらに、自分の記録を人に
読んでもらい感想を求めることが必要です。自分の
記録には、自分の幼児観や保育観が投影されていま
す。それは自分とは違う考えを持った人の目を通し
て初めて気づかされるものです。教師は自分の幼児
観や保育観、人間関係の癖を知ることを通して、幼
児理解を深めることができるのです。
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2．幼稚園の位置づけ

2.1　幼稚園と保育所

現在幼稚園を卒園して小学校に入学する者は
40％弱、保育所を経て小学校に入学する者は約
40％となっています。幼稚園も保育所も同じく幼児
を対象としますが、幼稚園は 3歳児から 5歳児まで
であるのに対し、保育所は乳児から 5歳児を対象と
するところに一つの大きな違いがあります。
幼稚園と保育所の基本的な違いは、その制度的違
いにあります。幼稚園は学校教育法に規定された文
部科学省の管轄による教育施設であるのに対して、
保育所は児童福祉法に基づく厚生労働省の管轄によ
る福祉施設です。そのことにより、幼稚園ではその
指導に当たる者は教諭と呼ばれ、そこでは教育とい
う言葉が多く使われるのに対し、保育所では保育士
と呼ばれ、保育という言葉が多く使われます。
保育所は、児童福祉法において「保育を必要とす

る乳児・幼児を日々保護者の下から通わせて保育を
行うことを目的とする」（ 39条）と規定されているよ
うに、家庭養育の補完を行なう養護的機能を中心と
するものです。しかし、教育的機能をおろそかにす
るものではありません。特に 3歳以上児に関しては
幼稚園教育に準ずることが望ましいとされています。
さらに、就学前の教育・保育ニーズの多様化など
に対応するための新たな選択肢として「認定こども
園」が創設されています。現在、幼保連携型認定こ
ども園を卒園して小学校に入学する者は、20% 弱
となっています。
認定こども園は、①就学前の子どもに教育・保育
を提供する機能、②地域の子育て支援を行う機能、
を備えるもので、0歳から小学校就学前までのすべ
ての子どもが対象となります。幼児教育と保育に関
する知識や技能に加えて、保護者相談支援をはじめ
とする地域子育て支援が展開できる力量が、保育者
に強く求められます。

2.2　幼稚園と小学校

幼稚園と小学校の違いは大きく別けて次の二つの
ものがあります。その一つは、小学校は義務教育で
あるのに対して幼稚園はそうではないという制度上

の違いです。
今一つの違いは、学校教育法に明記されているそ

の教育目的とするものの違いです。幼稚園に関して
は「義務教育及びその後の教育の基礎を培うものと
して、幼児を保育し、幼児の健やかな成長のために
適当な環境を与えて、その心身の発達を助長するこ
とを目的とする」（ 22条）とされているのに対して、
小学校に関しては、「心身の発達に応じて、義務教
育として行われる普通教育のうち基礎的なものを施
すことを目的とする」（ 29条）とされていることです。
このことから、幼稚園においては、子どもの心情、
意欲、態度などの育成を目指す情意目標が立てられ
るのに対して、小学校においては、生活科や総合的
学習の時間などが設置され、新しい学力観の下に子
どもの関心、意欲などが大切にされるようになって
きてはいますが、教科内容の理解、知識や技能の獲
得といった達成目標が中心に立てられています。
また、教育の展開され方についても多くの面で違
いが見られます。小学校では、黒板を使っての文字
や数字、言葉による教育が中心になりますが、幼稚
園では遊びを中心に展開されます。さらには、時間
割による小刻みなくぎりは小学校にはあっても幼稚
園にはないものです。
このような、遊び中心の幼稚園生活から学習中心
の小学校生活への移行をスムーズにするために、幼
稚園と小学校の連携が大きな課題となっています。
そのために、幼児と児童との交流活動などが行われ
ています。幼児の発達の連続性を踏まえて、小学校
との連携を行うことも幼稚園教師に必要な技量のひ
とつです。

3．幼稚園教育の特質

3.1　幼稚園教育の基本

（1）環境を通して行う

幼稚園教育は、学校教育法に規定する目的及び
目標を達成するため、幼児期の特性を踏まえ、環
境を通して行うものであることを基本とする。［幼
稚園教育要領（平成 29 年）第 1 章総則　第 1幼
稚園教育の基本］

幼児期の特性を、自ら環境に関わり、主体的に活
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動に取り組み、自ら発達していくものとのとらえ方
があります。そのために、幼稚園では望ましい教育
環境を幼児とともに創造することに努めるべきとさ
れています。
これは、保育のねらいや願いを直接幼児の活動に
つなげて指導するのではなく、それが実現できるよ
うな環境を用意し、その中で幼児の自発的な活動の
取り組みを通してそのねらいとするものが達成され
るようにしようとしているものです。

（2）幼児期にふさわしい生活の展開

幼児は安定した情緒の下で自己を十分に発揮す
ることにより発達に必要な体験を得ていくもので
あることを考慮して、幼児の主体的な活動を促
し、幼児期にふさわしい生活が展開されるように
すること。［幼稚園教育要領　第 1 章総則　第 1
幼稚園教育の基本］

幼児期の特性である自発性、主体性を発揮できる
条件が情緒の安定であることを挙げ、幼児期にふさ
わしい生活が展開できる幼稚園であることを大切に
しようとしています。
幼児期にふさわしい生活としては、幼児の生活と
遊離した「特定の運動に偏った指導」や「特定の技
能を身に付けさせる偏った指導」をすることはなく、
個々の幼児の興味や関心に基づいて無理のない指導
をこころがけるべきとしています。

（3）遊びを通しての指導

幼児の自発的な活動としての遊びは、心身の調
和のとれた発達の基礎を培う重要な学習であるこ
とを考慮して、遊びを通しての指導を中心として
第 2章に示すねらいが総合的に達成されるように
すること。［幼稚園教育要領　第 1 章総則　第 1
幼稚園教育の基本］

幼児期の遊びは学習であると明記し、遊びを通し
ての指導が中心になることが幼稚園教育の特色であ
ることを示しています。これもまた小学校との違い
を示しているものでもあります。

（4）一人ひとりの特性に応じた指導

幼児期の発達は、心身の諸側面が相互に関連し
合い、多様な経過をたどって成し遂げられていく
ものであること、また、幼児の生活経験がそれぞ
れことなることなどを考慮して、幼児一人ひとり

の特性に応じ、発達の課題に即した指導を行うよ
うにすること。［幼稚園教育要領　第 1 章総則　
第 1幼稚園教育の基本］
幼児の家庭における生活経験の違いや幼児一人ひ
とりの発達の筋道が一様でないことからそれぞれが
特色をもっているものであり、一人ひとりの特性に
応じた指導をすることが幼児教育の在り方であるこ
とを示しています。

3.2　幼稚園教育における「ねらい」と「内容」

ねらいは、幼稚園教育において育みたい資質・
能力を幼児の生活する姿から捉えたものであり、
（中略）幼稚園における生活の全体を通じ、幼児
が様々な体験を積み重ねる中で相互に関係をもち
ながら、次第に達成に向かうものであること。［幼
稚園教育要領　第 2章ねらい及び内容］
ここに示されている事項は、たとえば健康の領域
では「明るく伸び伸びと行動し、充実感を味わう」
といったものです。これは、到達度を意味するもの
ではなく、幼児に育っていくことが望まれる方向性
を示したものであり、いわば、方向目的という性格
をもっています。

「内容」は、ねらいを達成するために指導する
事項である。［幼稚園教育要領　第 2章ねらい及
び内容］

幼児が環境とかかわることを通して実際に身に付
けていくことが望まれる事項が示されており、たと
えば健康の領域では「先生や友達と触れ合い、安定
感をもって行動する」といったものです。

3.3　幼稚園教育における「教育課程」

各幼稚園においては、教育基本法及び学校教育
法その他の法令並びにこの幼稚園教育要領の示す
ところに従い、創意工夫を生かし、幼児の心身の
発達と幼稚園及び地域の実態に即応した適切な教
育課程を編成するものとする。

1幼稚園生活の全体を通して第 2章に示すねらいが
総合的に達成されるよう、教育課程に係る教育期
間や幼児の生活経験や発達の過程などを考慮し
て具体的なねらいと内容を組織するものとする。
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この場合においては、特に、自我が芽生え、他
者の存在を意識し、自己を抑制しようとする気
持ちが生まれる幼児期の発達の特性を踏まえ、
入園から修了に至るまでの長期的な視野をもっ
て充実した生活が展開できるように配慮するも
のとする。
2幼稚園の毎学年の教育課程に係る教育週数は、
特別の事情のある場合を除き、39 週を下って
はならない。
3幼稚園の 1 日の教育課程に係る教育時間は、4
時間を標準とする。ただし、幼児の心身の発達
の程度や季節などに適切に配慮するものとす
る。［幼稚園教育要領　第 1章総則　第 3教育
課程の役割と編成］

幼稚園の教育課程とは、幼稚園の教育目標を有効
に達成させるために、どのような道筋をたどって、
どのように具体的なねらいや内容を組織して教育を
進めていくのかを明らかにした、入園から修了に至
るまでの全体計画です。
教育課程は、保育のねらいが総合的に達成される
ように、以下の事柄に配慮して編成されなければな
りません。
〇 幼児の生活経験、発達の過程を考慮したねらい
と内容を組織すること
〇幼児期の発達の特性を踏まえた長期的な視野
〇充実した生活の展開

《先輩からのアドバイス》

◆まずは何よりも体調管理を大事にしなくてはいけません。
◆子どもの名前を早くおぼえて、名前で呼ぶ。
◆自分に仕事がなくても帰宅する前に手伝えることがないか先生方に聞いてみる。
◆笑顔であいさつする。
◆指導案をはやめにつくる。
◆普段の生活のリズムを急に変えるのはものすごく大変なことなので、実習前から朝早く起きる習慣をつけ
ておいた方がよい。

◆実習生ではなく一人の教師として幼児に接すること。
◆実習の記録はその日のうちに書く。ためない。
◆わからないこと、悩んでいることは、抱え込まずに、指導教員や周りの先生方にお聞きする。
◆大学からの配属が一人でない場合は、実習生同士で協力する。
◆ 4週間という期間は、あっという間です。それをいかに充実させるかは実習生次第なので、指導案を書け
るようにしておくことはもちろんのこと、社会人としてのマナーをもっと考えて行動するべきだと思いま
した。

◆空き時間をうまく使う。教材研究や実習の記録など。
◆シャツは多めに用意すること。初対面でも話しかけられるようにしておくべき。
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1．指導計画の作成について

幼稚園における指導計画とは、一人一人の幼児が
幼児期にふさわしい生活を展開して発達に必要な経
験を得られるように具体的なねらいや内容、環境の
構成など、指導の順序や方法を予想したものです。
指導計画には、教育課程を基に、年・学期・月な
どの期間を見通した、長期の指導計画と、それに関
連しながら、週や日などの生活の流れを予想した、
短期の指導計画とがあります。

2． 1 日の生活の流れを予想した指
導計画（日案）について

指導計画は、それぞれの幼稚園における幼児の生
活する姿からつくり出されるものであり、一定の形
があるわけではありません。ここでは一つの参考と
していくつかの幼稚園で実際に使われている日案を
例としてあげます。

2.1　日案例　1　（後　掲）

2.2　日案例　2　（後　掲）

Ⅲ　指導計画について

― 18 ―



令和

○思い思いの役になりきりながら
　数人の友達と一緒にごっこ遊びをする。

○ それぞれ仲の良い友達と場を共にすることを喜んで、一緒にすごす姿があったか。（幼児理解）
○ 仲の良い数人の幼児同士が一緒にすごせるように、安定した環境構成や援助ができたか。
（教師の指導）

○仲の良い友達と場を共にすることを喜ぶ。
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令和

○ 問題を友達と共有し、考えを出し合って解決しようとする姿があったか。（幼児理解）
〇 幼児同士が考えを出し合っていく過程を一緒に支えることができたか。（教師の指導）

○ 遊びや活動の中で起きた問題を友達と共有
し考えを出し合って解決しようとする。
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1．関 係 法 規

1.1　教育の基本

（1）思想及び良心の自由
　　憲法第 19 条　思想及び良心の自由は、これを侵してはならない。
（2）学問の自由
　　憲法第 23 条　学問の自由は、これを保障する。
（3）教育を受ける権利

子どもの権利条約第 28 条（教育への権利）　 1．締約国は、子どもの教育への権利を認め、かつ、漸
進的におよび平等な機会に基づいてこの権利を達成するために、とくに次のことをする。

　　　　 a．初等教育を義務的なものとし、かつすべての者に対して無償とすること。
b．一般教育および職業教育を含む種々の形態の中等教育の発展を奨励し、すべての子どもが
利用可能でありかつアクセスできるようにし、ならびに、無償教育の導入および必要な場合に
は財政的援助の提供などの適当な措置をとること。
c．高等教育を、すべての適当な方法により、能力に基づいてすべての者がアクセスできるもの
とすること。
d．教育上および職業上の情報ならびに指導を、すべての子どもが利用可能でありかつアクセ
スできるものとすること。

　　　　 e．学校への定期的な出席および中途退学率の減少を奨励するための措置をとること。
2．締約国は、学校懲戒が子どもの人間の尊厳と一致する方法で、かつこの条約に従って行われるこ
とを確保するためにあらゆる適当な措置をとる。
3．締約国は、とくに、世界中の無知および非識字の根絶に貢献するために、かつ科学的および技術
的知識ならびに最新の教育方法へのアクセスを助長するために、教育に関する問題について国際協
力を促進しかつ奨励する。この点については、発展途上国のニーズに特別の考慮を払う。

同条約第 30 条（少数者・先住民の子どもの権利）　民族上、宗教上もしくは言語上の少数者、または
先住民が存在する国においては、当該少数者または先住民に属する子どもは、自己の集団の他の構
成員とともに、自己の文化を享受し、自己の宗教を信仰しかつ実践し、または自己の言語を使用す
る権利を否定されない。

憲法第 26 条　すべての国民は、法律の定めるところにより、その能力に応じて、ひとしく教育を受
ける権利を有する。

（4）教育の機会均等
教育基本法第 4 条（教育の機会均等）　すべて国民は、ひとしく、その能力に応じた教育を受ける機
会を与えられなければならず、人種、信条、性別、社会的身分、経済的地位又は門地によって、教
育上差別されない。
2　国及び地方公共団体は、障害のある者が、その障害の状態に応じ、十分な教育を受けられるよ
う、教育上必要な支援を講じなければならない。
3　国及び地方公共団体は、能力があるにもかかわらず、経済的理由によって修学が困難な者に対し
て、奨学の措置を講じなければならない。

（5）男女共同参画と男女共学

Ⅳ　参 考 資 料
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男女共同参画社会基本法第 1 条（目的）　この法律は、男女の人権が尊重され、かつ、社会経済情勢
の変化に対応できる豊かで活力ある社会を実現することの緊要性にかんがみ、男女共同参画社会の
形成に関し、基本理念を定め、並びに国、地方公共団体及び国民の責務を明らかにするとともに、
男女共同参画社会の形成の促進に関する施策の基本となる事項を定めることにより、男女共同参画
社会の形成を総合的かつ計画的に推進することを目的とする。

同法第 10 条（国民の責務）　国民は、職城、学校、地域、家庭その他の社会のあらゆる分野において、
基本理念にのっとり、男女共同参画社会の形成に寄与するように努めなければならない。

（6）国民に対する責任
教育基本法第 16 条（教育行政）　教育は、不当な支配に服することなく、この法律及び他の法律の定
めるところにより行われるべきものであり、教育行政は、国と地方公共団体との適切な役割分担及
び相互の協力の下、公正かつ適正に行われなければならない。
2　国は、全国的な教育の機会均等と教育水準の維持向上を図るため、教育に関する施策を総合的に
策定し、実施しなければならない。
3　地方公共団体は、その地域における教育の振興を図るため、その実情に応じた教育に関する施策
を策定し、実施しなければならない。
4　国及び地方公共団体は、教育が円滑かつ継続的に実施されるよう、必要な財政上の措置を講じな
ければならない。

（7）幼児期の教育
教育基本法第 11 条（幼児期の教育）　幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なも
のであることをかんがみ、国及び地方公共団体は、幼児の健やかな成長に資する良好な環境の整備
その他の適当な方法によって、社会教育の振興に努めなければならない。

1.2　教育の目的・方針

子どもの権利条約第 29条（教育の目的）　 1．締約国は、子どもの教育が次の目的で行われることに同意する。
a．子どもの人格、才能ならびに精神的および身体的能力を最大限可能なまで発達させること。
b．人権および基本的自由の尊重ならびに国際連合憲章に定める諸原則の尊重を発展させること。
c．子どもの親、子ども自身の文化的アイデンティティ、言語および価値の尊重、子どもが居住してい
る国および子どもの出身国の国民的価値の尊重、ならびに自己の文明と異なる文明の尊重を発展させ
ること。
d．すべての諸人民間、民族的、国民的および宗教的集団ならびに先住民間の理解、平和、寛容、性の
平等および友好の精神の下で、子どもが自由な社会において責任ある生活を送れるようにすること。
e．自然環境の尊重を発展させること。

2．この条または第 28 条のいかなる規定も、個人および団体が教育機関を設置しかつ管理する自由を妨げ
るものと解してはならない。ただし、つねに、この条の 1に定める原則が遵守されること、および当該教
育機関において行われる教育が国によって定められる最低限度の基準に適合することを条件とする。

教育基本法前文　我々は、この理想を実現するため、個人の尊厳を重んじ、真理と正義を希求し、公共の精
神を尊び、豊かな人間性と創造性を備えた人間の育成を期するとともに、伝統を継承し、新しい文化の創
造を目指す教育を推進する。

同法第 1 条（教育の目的）　教育は、人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成者として必
要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成を期して行わなければならない。
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1.3　義務教育

教育基本法第 5 条（義務教育）　国民は、その保護する子に、別に法律で定めるところにより、普通教育を
受けさせる義務を負う。
2　義務教育として行われる普通教育は、各個人の有する能力を伸ばしつつ社会において自立的に生きる基
礎を培い、また、国家及び社会の形成者として必要とされる基本的な資質を養うことを目的として行われ
るものとする。
3　国及び地方公共団体は、義務教育の機会を保障し、その水準を確保するため、適切な役割分担及び相互
の協力の下、その実施に責任を負う。
4　国又は地方公共団体の設置する学校における義務教育については、授業料を徴収しない。

1.4　学校教育

教育基本法第 6 条（学校教育）　法律に定める学校は、公の性質を有するものであって、国、地方公共団体
及び法律に定める法人のみが、これを設置することができる。
2　前項の学校においては、教育の目標が達成されるよう、教育を受ける者の心身の発達に応じて、体系的
な教育が組織的に行われなければならない。この場合において、教育を受ける者が、学校生活を営む上で
必要な規律を重んずるとともに、自ら進んで学習に取り組む意欲を高めることを重視して行われなければ
ならない。

学校教育法第 1 条（学校の範囲）　この法律で、学校とは、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、中等教育
学校、特別支援学校、大学及び高等専門学校とする。

同法第 22 条（幼稚園の目的）　幼稚園は、義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとして、幼児を保育
し、幼児の健やかな成長のために適当な環境を与えて、その心身の発達を助長することを目的とする。

同法第 23 条（幼稚園の目標）　幼稚園における教育は、前条に規定する目的を実現するために、次に掲げる
目標を達成するよう行われるものとする。
一　健康、安全で幸福な生活のために必要な基本的な習慣を養い、身体諸機能の調和的発達を図ること。
二　集団生活を通じて、喜んでこれに参加する態度を養うとともに家族や身近な人への信頼感を深め、自
主、自律及び協同の精神並びに規読意識の芽生えを養うこと。
三　身近な社会生活、生命及び自然に対する興味を養い、それらに対する正しい理解と態度及び思考力の
芽生えを養うこと。
四　日常の会話や絵本、童話等に親しむことを通じて、言葉の使い方を正しく導くとともに、相手の話を
理解しようとする態度を養うこと。
五　音楽、身体による表現、造形等に親しむことを通じて、豊かな感性と表現力の芽生えを養うこと。

同法第 26 条（入園資格）　幼稚園に入園することのできる者は、満 3歳から、小学校就学の始期に達するま
での幼児とする。

学校教育法施行規則第 37 条（教育週数）　幼稚園の毎学年の教育週数は、特別の事情のある場合を除き、39
週を下ってはならない。

幼稚園教育要領　第 1 章第 3.3（3）　幼稚園の 1日の教育課程に係る教育時間は、4時間を標準とすること。
ただし、幼児の心身の発達の程度や季節などに適切に配慮すること。

幼稚園の教育実習生は、この他、教育の基本・原理・目標・方法、教育課程の編成、ねら
い及び内容、留意事項などが記載されている「幼稚園教育要領」、「保育所保育指針」をよく
読んでおくこと。
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2．附属学校園の紹介

2.1　教育学部附属幼稚園

1．基本的性格

附属幼稚園は、一般の幼稚園と同じように、学校教育法に基づいて幼児の教育を行いますが、この他、特
に教員養成大学の附属幼稚園として、次のような性格をもっています。

①　幼児教育の研究と実証
大学や他の研究団体等との連携をはかりながら、教育の理論と実際に関する研究並びにその実証をし
ます。
②　教育実習の指導
教育学部の学生が教育実習生として来園し、幼稚園の教師として必要な資質を身につけるため、参観
や実習を行います。
③　地域の教育への協力
県や市町村教育委員会との連携をもとに、県内教育機関の研究や現職教育に協力します。

2 ．教 育 目 標

附属幼稚園の大きな教育目標は、「子どもの『自らのびる力』を育てる」です。

3 ．所 在 地

　〒 330-0061　さいたま市浦和区常盤 8丁目 13 番 1 号
 電　話　（048）833-6288　　FAX　（048）831-2010
 ホームページアドレス　　http://www.kinder.edu.saitama-u.ac.jp/

2.2　教育学部附属小学校

1．基本的性格

附属小学校は、一般の公立小学校と同様、初等普通教育を行う小学校であるとともに、埼玉大学教育学部
の附属小学校として、次のような特色ある性格をもつ教育施設です。
①　教育実習校としての性格
教育学部の学生が教育実習生として来校し、小学校の教師として必要な資質を身につけるため、参観
や実習を行う。
②　研究、実験学校としての性格
教育上のさまざまな研究や実験をする学校である。したがって、教育研究の必要上、いろいろな学習
指導法が実験されたり、調査研究が進められたりする。
③　地域の学校教育へ協力する性格
県や市町村教育委員会との緊密な連絡のもとに地域学校の研究や現職教育に協力する。

2 ．教 育 目 標

附属小学校の大きな教育目標は、「勤労をいとわない自主的精神の旺盛な、人間性豊かなよき社会人を育
成する。」と定めています。
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3 ．所 在 地

　〒 330-0061　さいたま市浦和区常盤 6丁目 9番 44 号
 電　話　（048）833-6291・6292、832-2101

2.3　教育学部附属中学校

1．基本的性格

附属中学校は、一般の公立中学校と同様の中等普通教育を行う学校であり、加えて埼玉大学教育学部の附
属中学校として次のような性格をもっています。

①　教育学部との連携をはかりながら、教育の理論と実際に関する研究並びにその実証をする。
②　教育学部学生の教育実習を担当し、その指導にあたる。
③　県・市町村教育委員会との連携をもとに、県内教育機関との研究の交流をはかり、教育実践の拡充・
発展に努める。

2 ．教 育 目 標

附属中学校の教育目標は、「正しい判断力とたくましい実践力を持った自主的人間の形成」です。

3 ．所 在 地

　〒 336-0021　さいたま市南区別所 4丁目 2番 5号
 電　話　（048）862-2214・3880　　FAX　（048）865-6484

2.4　教育学部附属特別支援学校

1．附属特別支援学校の経営と特色

社会の変化をみきわめながら、21 世紀の学校教育の姿を展望しつつ、その対応について考え、実践研究
校・教育実習校としての附属特別支援学校のあり方を追及しています。
附属特別支援学校は、小学部・中学部・高等部と 3つの学部から成りますが、全校で 9学級、児童生徒
60 名と学校規模は小さい。しかし、「山椒は小粒でピリリとからい」教育活動をめざし、子どもたちを中心
に、教師と保護者が一体となって、みんな仲良く、自らを育てる主体者となる魅力ある学校作りを行ってい
きたいと考えています。
そのためには、教師は子どもや家庭や地球への奉仕者であり、同時に発達する主体でもあることを念頭に
置き、広く情報を収集し、社会の変化や将来の姿を展望しつつ、お互いに協力しあい、自らが高まって行く
ような学校経営が必要と考えています。

2 ．所 在 地

　〒 331-0823　さいたま市北区日進町 2 -480
 電　話　（048）663-6803

2.5　教育学部附属教育実践総合センター

本センターは、教育実践に関する理論的、実践的研究を行い、学部や大学院の研究・教育はもとより、広
く教育実践の充実に寄与することを目的として、附属小学校と隣接した場所に設置されました。
現在は次の三つの部門があり、それぞれ授業実践や、学校や子どもたちの現状に対応した研究と教育の活
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動を行っています。

1 ．構成部門・活動

（1）教育実践部門
授業実践に関する実証的研究、資料の収集整備、教師教育・教育実習のための基礎研究、現職教員と
の研究会・ワークショップ等を行っている。
ビデオライブラリーの整備とインターネットによる公開への準備も進めている。

（2）学校臨床心理部門
地域教育活動支援、附属学校園連携活動、セミナー開講、研究活動等を行っている。

（3）教員養成開発部門
学部の各講座、埼玉県・さいたま市教育委員会、各市町村教育委員会等と連携して、教員養成の充
実、教員の資質の向上について、より一層実践的な研究及び活動を行っている。

2 ．所 在 地

　〒 330-0061　さいたま市浦和区常盤 6 - 9 -44（附属小学校敷地内）
 電　話　（048）832-9866　　FAX　（048）831-0044

2.6　応用実習　協力園

〇川口市立舟戸幼稚園

〒 332-0013　川口市舟戸町 2番 2号
 電　話　（048）222-6188

〇加須市立加須幼稚園

〒 347-0064　加須市東栄 1丁目 4番 3号
 電　話　（0480）61-2602

〇川口市立南平幼稚園

〒 332-0003　川口市東領家 1丁目 16 番 19 号
 電　話　（048）224-7890

〇加須市立大桑幼稚園

〒 347-0015　加須市南大桑 3388 番地 1
 電　話　（0480）65-0097

※　上記の協力園は令和 5年度現在
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